




胎児の生存と正常な発育を脅かし,流産や奇形発生に至らしめる原因としての環境因子に

関しては,未解決な点があまりにも多い。なかでも胎児死亡を繰り返す反復流産の原因はま

だ一部が解明されたのみであるところがら,反復流早産の背景因子に関する信頼度の高い

疫学的調査は,原因解明の端緒として重要であり,流産の診断,予後判定に関して目覚しい

医療技術の進歩のみられた現時点で改めて再検討を加えることの意義は深い。 

さらに,反復流産に対する免疫学的手法を応用した新しい治療法は,優れた治療効果が期待

できるところから,より厳正な治療効果の評価と,治療の胎児への影響の長期的な検討がさ

れねばならない。 

胎児の形態的,機能的異常に対する治療もまた全く新しい分野の医療であるため,倫理面を

充分加味した安全性の高い基礎的な技術開発と同時に治療法の確立が重要な課題である。 


